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担当者が押さえておきたい 戸籍の「確認実務・関連対応」編

め
に
平
成
29
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
制
度

で
す
。
相
続
人
等
が
、
法
務
局
に
戸
籍

お
よ
び
除
籍
謄
本
・
抄
本
（
以
下
、
戸

籍
謄
本
等
）
や
「
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
」（ 

以
下
、
一
覧
図
）
を
一
度
提
出

す
れ
ば
、
法
務
局
の
認
証
文
が
付
い
た

一
覧
図
の
写
し
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
で
相
続
人
等
は
被
相
続
人

の
相
続
関
係
を
証
明
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
相
続
人
等
は
金
融
機
関
な
ど

の
窓
口
に
都
度
、
戸
籍
謄
本
等
を
ま
と

め
て
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
人
等
が
本
制
度
を
利
用
す
る
た

め
の
手
続
き
の
流
れ
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

①
必
要
書
類
の
収
集

　

ま
ず
相
続
人
等
は
「
被
相
続
人
の
戸

籍
謄
本
等
」「
被
相
続
人
の
住
民
票
の

除
票
」「
相
続
人
の
戸
籍
謄
本
等
」「
申

出
人
の
氏
名
や
住
居
を
確
認
で
き
る
公

的
書
類
（
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
等
）」

な
ど
を
用
意
し
ま
す
。

②
一
覧
図
を
作
成
す
る

　

次
に
、
相
続
人
等
は
被
相
続
人
お
よ

び
戸
籍
の
記
載
か
ら
判
明
す
る
相
続
人

を
一
覧
に
し
た
図
を
作
成
し
ま
す
（
サ

ン
プ
ル
参
照
）。

③
申
請
書
の
記
入
・
登
記
所
へ
の
申
出

　

最
後
に
法
務
局
で
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
①
の
書
類
と
②
の
一
覧

図
を
併
せ
て
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
法
務
局
か
ら
一
覧
図
の
写
し
が
交
付

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戸
籍
謄
本
等
の

代
わ
り
に
各
種
相
続
手
続
き
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

金
融
機
関
か
ら
み
て
も 

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
制
度

　

で
は
、
相
続
手
続
き
で
お
客
様
に
一

覧
図
を
提
出
し
て
も
ら
え
る
と
、
金
融

機
関
に
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
通
常
の
相
続
預
金
払
戻
し
手
続

き
で
あ
れ
ば
、
被
相
続
人
の
戸
籍
謄
本

等
、
相
続
人
の
印
鑑
証
明
書
な
ど
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
筆
者
の
経
験

で
い
う
と
、
金
融
機
関
は
相
続
人
等
の

確
認
に
30
分
〜
１
時
間
程
度
か
か
っ
て

い
る
印
象
で
す
。
し
か
し
一
覧
図
が
あ

れ
ば
、
相
続
人
の
確
認
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
確
認
の
過
程
で
戸
籍
謄
本
等

の
不
足
が
発
覚
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ

の
場
合
、
担
当
者
は
相
続
人
等
に
後
日

の
持
参
や
郵
送
を
求
め
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
一
覧
図
が
あ
れ
ば
、
そ
う

し
た
事
態
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

㋐
手
数
料
が
無
料
…
戸
籍
謄
本
や
除
籍

抄
本
な
ど
の
写
し
発
行
に
は
費
用
が
か

か
り
ま
す
が
、
法
定
相
続
情
報
制
度
で

は
手
数
料
は
無
料
で
す
。

㋑
５
年
間
、
何
度
で
も
再
発
行
が
可
能

…
一
覧
図
は
５
年
間
（
申
出
日
の
翌
年

か
ら
起
算
）
保
存
さ
れ
、
こ
の
間
で
あ

れ
ば
再
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

㋒
登
記
官
が
戸
籍
を
確
認
す
る
…
必
要

な
戸
籍
の
内
容
を
登
記
官
が
確
認
し
て

定
相
続
情
報
証
明
制
度
と
は
、

相
続
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
た

法

く
れ
る
の
で
確
実
で
す
。

㋓
代
理
申
請
が
可
能
…
申
請
は
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書

士
等
の
専
門
家
に
代
理
し
て
も
ら
え
ま

す
。

㋔
郵
送
で
申
請
可
能
…
郵
送
に
よ
る
申

請
も
可
能
で
す
。
郵
送
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
そ
の
旨
を
申
出
書
に
記
載
し
、

返
信
用
封
筒
お
よ
び
郵
便
切
手
を
同
封

し
ま
す
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
申
請
に
あ
た
っ
て
相
続
人
等
は

被
相
続
人
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
戸

籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
、
お
よ
び
相
続
人

の
戸
籍
謄
本
な
ど
を
収
集
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
被
相
続
人
に
取

引
金
融
機
関
が
１
つ
し
か
な
く
、
そ
こ

で
し
か
相
続
手
続
き
を
行
わ
な
い
」
場

合
、
一
覧
図
を
作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

少
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
一
覧

図
だ
け
で
は
手
続
き
に
応
じ
ら
れ
ず
、

従
来
の
戸
籍
謄
本
等
を
提
出
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

自
行
庫
の
取
扱
い
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

確認実務のムダ・ミス削減に
つながる公的制度や取組みも
押さえておこう

ここでは法定相続情報証明制度と認知症
が絡む相続案件への対応を解説します。

１「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
に
つ
い
て
知
っ
て
お
こ
う

サンプル　法定相続情報一覧図の作成例

（長女）

作成日：
作成者：

氏名

出生  昭和〇年〇月〇日

（妻）

出生  昭和〇年〇月〇日

法　務　優　子

住所　〇県○市○町○番地

〇〇　〇〇
住所

法　務　花　子

令和〇年〇月〇日

以下余白

〇県○市○町○番地

出生  昭和〇年〇月〇日

（申出人）

法　務　太　郎
○県○市○町○番地

死亡  令和〇年〇月〇日

最後の本籍　
〇県○市○町○番地

 法務太郎 法定相続情報

住所

被相続人

（被相続人）

最後の住所　
〇県○市○町○番地

※法定相続情報一覧図は、Ａ４縦の用紙を使用してください。な
お、下から約５cmの範囲に認証文を付しますので、可能な限り
下から約５cmの範囲には記載をしないでください。紙質は、長
期保存することができる丈夫なものにしてください。また、文字
は、直接パソコンを使用し力するか、又は黒色インク、黒色ボー
ルペン（摩擦等により見えなくなるものは不可）で、楷書ではっ
きりと書いてください。

被相続人の氏名を記載す
る

作成者は作成した日を記載し、自身の住所を記載のう
え記名する

最後の住所は住民票の除
票（または戸籍の附票）
で確認して記載する
※最後の本籍の記載は申
出人の任意だが、住民票
の除票等が市区町村で廃
棄されている場合、被相
続人の最後の住所の記載
に代えて最後の本籍を必
ず記載する

相続人の住所の記載は任
意。記載する場合は住民
票の写し等にあるとおり
記載し、その住民票の写
し等も提出する。記載し
ない場合は「住所」の項
目を削除する

申出人となる相続人には
「（申出人）」と併記する


